

















































































































































































































が無助詞という、含意規則 implicational rule がみられる。」としている。
本稿の筆者は 1960 年代後半に東京で生まれ、言語形成期から 20 代を大阪府北部で過ごし、




























































志乃： 「なによーあんた達φ、聞いとったん？」 ] ③











































































































































































































































































































































































































（ 5） 加藤重広（1997）、例文番号 157a）を引用したものである。
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